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中学生における失敗観プロフィールの検討

○赤松大輔（名古屋大学大学院） 後藤綾文（岐阜聖徳学園大学）
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問題と目的

複雑に変化し続ける社会のなか，子どもは多く

の失敗を経験する。教育心理学研究では，学業場

面における失敗に関して長らく議論がなされてき

た。そのなかで，行動主義にもとづく「失敗は避

けられるべきもの」といった回避的な認識から，

認知主義にもとづく「失敗は積極的に引き起こさ

れ，活用されるべきもの」といった生産的失敗と

呼ばれるものへ，失敗に対する視点の転換がなさ

れるようになってきた（ ）。

これらは，教育心理学研究における失敗の認識

を反映したものであるが，学習者個人というレベ

ルでもこうした失敗に対する認識の違いがみられ

るかもしれない。本研究は，失敗に対して学習者

がもつ信念である失敗観を取り上げ，クラスター

分析を用いることによって，上記のような失敗観

を有する生徒がいるかどうか検討する。西村他

（ ）は，失敗観に関する尺度を開発し，中学

生の失敗観は脅威性の認知と活用可能性の認知と

いう２軸から測定されることを示している。上記

の失敗回避や生産的失敗といった失敗観を西村他

（ ）の２軸にあてはめると，前者は脅威性認

知の高い学習者像，後者は脅威性認知が低く，活

用可能性の認知の高い学習者像であると解釈でき

る。加えて本研究では，学習行動や学業的・社会

的有能感といった指標に関して，失敗観のタイプ

による違いを比較検討する。生産的失敗に該当す

る生徒は，失敗回避に該当する生徒より，学習行

動指標や有能感の得点が高いと予測される。

方 法

調査時期 年 月

調査協力者 東海地方の中学校に在籍する中学生

名（男子 名，女子 名，不明 名）

質問紙 失敗観 西村他 より 項目。

行動的エンゲージメント 梅本・田中 よ

り 項目 メタ認知的方略 梅本 より

項目 学業的援助要請 岡田他 を参考に

項目 友人充実感 海沼・櫻井 より

項目 学業的・社会的有能感 鈴木 ，桜井

を参考に 項目 学業成績 直近の 教

科の定期テストの得点

各尺度は 件法，学業成績は 件法であった。

結果と考察

失敗観に関するクラスター分析の結果，解釈可

能な４群が抽出された。第 クラスターは脅威性

認知のみが高いことから「失敗回避群」（ ）と

命名した。第３クラスターは脅威性の認知が低く

活用可能性が高いことから「生産的失敗群」（ ）

と命名した。第２・第４クラスターは，両得点の

高さに応じて，それぞれ「平均群」（ ），「失

敗観低群」（ ）と命名した。

各群の尺度得点を に示す。分散分析

の結果，行動的エンゲージメント，メタ認知的方

略，友人充実感について，失敗観低群の得点が他

の群より低かった。自律的援助要請について，生

産的失敗群の得点が失敗回避群・失敗観低群より

も高かった。社会的有能感について，生産的失敗

群の得点が失敗回避群より高かった。

本研究において失敗回避群と生産的失敗群が見

いだされたことから，学習者個人においても教育

心理学研究の枠組みに対応するような失敗観が生

じうると考えられる。ただし，多くの学習行動指

標について両群の差はみられなかった。失敗回避

群の全ての生徒の学習成果が低いわけではなく，

失敗恐怖の高さから防衛的悲観主義のように高い

成果を挙げている者も含まれている可能性が考え

られる。一方で，自律的援助要請や友人充実感は

生産的失敗群の得点が高かったことから，こうし

た失敗観は，友人との関係や学びのあり方にも深

くかかわっているのかもしれない。失敗観低群は

ほぼ全ての指標の得点が低かった。脅威性の認知

の低さは認知主義的視点に立てば望ましい要素で

あるが，他の指標の低さも踏まえると，学習性無

力感のような状態を反映しているのかもしれない。

今後は，これらのタイプの違いの規定因やタイ

プ別の支援方法などの検討が求められる。

Figure 1  失敗観の群別の各尺度得点

P056 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

社会的事象の概念的理解を深めるための発問とその効果
―共通性の探究を通して―

○青柳尚朗（東京大学大学院） 藤村宣之（東京大学）

キーワード：社会科，共通点探究，概念的理解

問題と目的

青柳・藤村 では，社会的事象の概

念的理解を深めるにあたって，事象の共通

点・相違点を考えることが有効であると示

唆され，自治体の行う取組の目的の共通性

について述べる生徒はより本質的な解答

をする傾向がみられた。そこで本研究では，

社会的事象の概念的理解を深めるため，取

組の目的の共通性を生徒に捉えさせるた

めの発問とその効果について明らかにす

ることを目的とする。

方 法 
参加者と実施時期 新潟県内公立中学校

年生 名（男子 名，女子 名）を対象

に調査を実施した。時期は 年 月中

旬から 月下旬にかけてであった。

調査内容と調査手続き 調査に先立ち，群

分けを行うための事前課題を実施した。そ

して，前後の評価課題及び個別面接のいず

れかを欠席した者ら 名を分析から除外し

た。その結果，目的群 名，内容群 名

となった。個別面接は放課後に一人あたり

分程度で行った。介入課題は青柳・藤村

の地域振興課題を再度使用し，両群

ともに各取組間の共通点を探究させた。た

だし，目的群では直接的に「取組の目的の

共通点に焦点化して考える」ように，「取組

の目的の共通点・相違点は何か」という発

問を設定した。一方で，内容群では「目的

について既有知識を基に様々な角度から

自由に考える」ように，「取組の内容の共通

点・相違点は何か」を考えさせた後，その

目的を考えさせた。

結果と考察 
実施した評価課題では本質的理解に至

る規準として 水準に分類した。（ 地域

社会の維持・発展に関連づけている， 労

働力人口の増加に着目している， 個々の

取組に着目している， 無回答など。 事前

と事後の回答人数の分布変化を 検

定で検討したところ，目的群では有意な変

化（χ ）がみられた一

方，内容群ではみられなかった（χ
。目的群において，各水準間の

移動について下位検定を行ったところ，特

徴的な変化はみられなかった（ 。また，

目的群で事前から事後にかけて水準が向

上した人数と低下した人数を二項検定で

検討したところ，有意な偏りがみられた（

）一方，内容群ではみられなかった（

。

以上の結果から本質に向かうにあたっ

て共通点を探究する際には，「目的」の共通

点のように，設定する「共通点」を明確に

したうえで，生徒に問いかけることが重要

であると示唆された。一方で，目的群にお

いて最高水準に達した生徒は 名と行動主

体（今回では自治体）の行動原理まで捉え

解答する生徒は少数であった。今後は生徒

の発話分析を行うことで，水準 と水準

以下の生徒の差異を明らかにすることで，

概念的理解を深められている生徒の特徴

を見出すことにつながるだろう。

目的群における水準の変化

事後
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